exercise １＆２
文法解説

時制は文法の中心であり、あらゆる規則に関係するのでしっかり基礎を固めよう。いくつかの注意点を挙げる。

· 英語の時制には日本語にはない時間の見方があるので、理解する場合に日本語に直さないこと。例文を日本語にした時点でその時制の特徴が失われるからである。従って配付された時制チャートに使われている図を頭に描きながら練習問題を解いていく。

· 間違いを恐れずに問題を数多くこなすこと。間違いからいろいろなことが学べる。わからないことはそのままにしておかずに質問しよう。

· 文法理解には基本的に２つの要点がある：《使い方》と《形》である。往々にして《形》に気を取られ、重要な《使い方》を見落としがちである。自分はどの使い方をしたいのか意味を考え、チャートの図を頭に浮かべて考える習慣をつける。

Simple present（現在） vs. present progressive （現在進行）

時制チャートの１と４の説明と例文を読むと、以下の《使い方》が分かるはずだ。

Simple present（現在）

《使い方》

現在の規則的あるいは習慣的な動作、また物事の真実・状態を表す。チャートの×××の意味を理解する。

《形》

動詞の現在形を使う。もし主語が３人称単数であれば動詞の語尾にsまたはesをつける。
★頻繁さを表す副詞－always, usually, often, sometimesなどの語の位置は、一般動詞の前またはbe動詞の後に位置する。

present progressive （現在進行）

《使い方》

現在話をしている時点に継続している動作に使う。基本的にこの使いか体外にむやみに現在進行形を使うと意味が変わってしまう。チャートの曲線の意味を理解する。

【例】I’m living in Miho.

→現在、短期的に三保に住んでいる（１、２週間で別のところに移る可能性が非常に高い）という意味になる。

【例】I live in Miho.


→三保に住んでいます。

《形》

be動詞（isまたはare）+動詞ing

TOEIC Point

現在進行形を使って「近い将来に起こる動作」を表すことができる。これはすでに計画されている動作について使うことができる。

【例】I’m leaving for New York next week.


→来週ニューヨークに行きます。（もうすでにチケットも買い、予約も済んでいる）


＝I’m going to leave for New York next week.

基本を理解したら、exercise 1をやってみよう。

simple past（過去）vs. past progressive（過去進行）

時制チャート２と５

simple past（過去）

《使い方》

過去の動作を表す場合に使う。短文では過去形の動詞とともに過去を表す表現（cf. two days ago, in 1978, when I was a child, etc.）が含まれていることが多い。

《形》

一般動詞の語尾にedまたはdを付け加える（規則変化）。不規則変化の動詞（cf. go－went, get－got, etc.）は辞書等で復習する。

past progressive（過去進行）

《使い方》

過去の特定の時点で動作が進行中であったものを表現するときに用いる。チャートを見ると現在と現在進行の図が過去にスライドしていることがわかる。

チャート５では7：15の時点で彼は夕食を食べている動作が継続中であったということである。

《形》

was, were + 動詞ing

２つの過去の文を、When節を使ってつなげた場合、２つの動作はほとんど同時に起こったことを意味するが、When節の動作のほうが先に起こったという意味になる。

【例】I stood under a tree when it began to rain.→雨が降ってきて、私は木の下に立った。

      When I stood under a tree, it began to rain.→木の下に立ったら、雨が降ってきた。

基本を理解したら、exercise ２をやってみよう。
＊わからないことは遠慮せずに質問してください。E-mailによる質問も可。
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